
（様式６－１） 

一般廃棄物処理施設の維持管理に関する計画書 

（ごみ処理施設）（最終処分場）  

１ 排ガスの性状、放流水の水質等について周辺地域の環境保全の為に達成することとした数値 

 

（１）排ガスの性状 

性 

状 

ば い じ ん － 

硫黄酸化物(Ｋ値) － 

塩 化 水 素 － 

窒 素 酸 化 物 － 

一 酸 化 炭 素 － 

ダイオキシン類 － 

 

 

放  流  水 

水 
 
 

質 

 

アルキル水銀化合物 検出されないこと セレン及びその化合物 ０．１ｍｇ/Ｌ以下 

水銀及びアルキル水銀その他の水銀 

化合物 
０．００５ｍｇ/Ｌ以下 

１・４－ジオキサン ０．５ｍｇ/Ｌ以下 

ほう素及びその化合物  １０ｍｇ/Ｌ以下 

カドミウム及びその化合物 ０.０３ｍｇ/Ｌ以下 ふっ素及びその化合物 ８ｍｇ/Ｌ以下 

鉛及びその化合物 ０.１ｍｇ/Ｌ以下 アンモニア、アンモニウム化合物、 

亜硝酸化合物及び硝酸化合物 
１００ｍｇ/Ｌ以下 

有機燐化合物 １ｍｇ/Ｌ以下 

六価クロム化合物 ０．５ｍｇ/Ｌ以下 水素イオン濃度 ５.８以上～８.６以下 

砒素及びその化合物 ０.１ｍｇ/Ｌ以下 生物化学的酸素要求量 ６０ｍｇ/Ｌ以下 

シアン化合物 １ｍｇ/Ｌ以下 化学的酸素要求量 ９０ｍｇ/Ｌ以下 

ポリ塩化ビフェニル ０．００３ｍｇ/Ｌ以下 浮遊物質量 ６０ｍｇ/Ｌ以下 

トリクロロエチレン ０．１ｍｇ/Ｌ以下 ノルマルヘキサン抽出物質含有量 

（鉱油類含有量） 
５ｍｇ/Ｌ以下 

テトラクロロエチレン ０．１ｍｇ/Ｌ以下 

ジクロロメタン ０．２ｍｇ/Ｌ以下 ノルマルヘキサン抽出物質含有量 

（動植物油脂類含有量） 
３０ｍｇ/Ｌ以下 

四塩化炭素 ０．０２ｍｇ/Ｌ以下 

１・２－ジクロロエタン ０．０４ｍｇ/Ｌ以下 フェノール類含有量 ５ｍｇ/Ｌ以下  

１・１－ジクロロエチレン ０．２ｍｇ/Ｌ以下 銅含有量 ３ｍｇ/Ｌ以下  

シス－１・２－ジクロロエチレン ０．４ｍｇ/Ｌ以下 亜鉛含有量 ２ｍｇ/Ｌ以下 

１・１・１－トリクロロエタン ３ｍｇ/Ｌ以下 溶解性鉄含有量 １０ｍｇ/Ｌ以下 

１・１・２－トリクロロエタン ０．０６ｍｇ/Ｌ以下 溶解性マンガン含有量 １０ｍｇ/Ｌ以下 

１・３－ジクロロプロペン ０．０２ｍｇ/Ｌ以下 クロム含有量 ２ｍｇ/Ｌ以下 

チウラム ０．０６ｍｇ/Ｌ以下 大腸菌数 平均８００ＣＦＵ/ｍＬ以下 

シマジン ０．０３mg/Ｌ以下 窒素含有量  １２０ｍｇ/Ｌ以下 

チオベンカルブ ０．２mg/Ｌ以下 燐含有量 １６ｍｇ/Ｌ以下 

ベンゼン ０．１mg/Ｌ以下 ダイオキシン類 １０ｐｇＴＥＱ/Ｌ以下 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地  下  水 

水 
 

 

質 

 

アルキル水銀 検出されないこと 有機燐化合物 １mg/Ｌ以下 

総水銀 ０．０００５ｍｇ/Ｌ以下 ほう素及びその化合物 １０mg/Ｌ以下 

カドミウム ０．００３ｍｇ/Ｌ以下 ふっ素及びその化合物 ８ｍｇ/Ｌ以下 

鉛 ０．０１ｍｇ/Ｌ以下 アンモニア、アンモニウム化合物、 
１００ｍｇ/Ｌ以下 

六価クロム ０．０５ｍｇ/Ｌ以下 亜硝酸化合物及び硝酸化合物 

砒素 ０．０１ｍｇ/Ｌ以下 水素イオン濃度 ５.８以上～８.６以下 

全シアン 検出されないこと 生物化学的酸素要求量 ６０ｍｇ/Ｌ以下 

ポリ塩化ビフェニル 検出されないこと 化学的酸素要求量 ９０ｍｇ/Ｌ以下 

トリクロロエチレン ０．０１ｍｇ/Ｌ以下 浮遊物質量 ６０ｍｇ/Ｌ以下 

テトラクロロエチレン ０．０１ｍｇ/Ｌ以下 ノルマルヘキサン抽出物質含有量 
５ｍｇ/Ｌ以下 

ジクロロメタン ０．０２ｍｇ/Ｌ以下 （鉱油類含有量） 

四塩化炭素 ０．００２ｍｇ/Ｌ以下 ノルマルヘキサン抽出物質含有量 
３０ｍｇ/Ｌ以下 

１・２－ジクロロエタン ０．００４ｍｇ/Ｌ以下 （動植物油脂類含有量） 

１・１－ジクロロエチレン ０．０２ｍｇ/Ｌ以下 フェノール類含有量 ５ｍｇ/Ｌ以下  

１・２－ジクロロエチレン ０．０４ｍｇ/Ｌ以下 銅含有量 ３ｍｇ/Ｌ以下  

１・１・１－トリクロロエタン １ｍｇ/Ｌ以下 亜鉛含有量 ２ｍｇ/Ｌ以下 

１・１・２－トリクロロエタン ０．００６ｍｇ/Ｌ以下 溶解性鉄含有量 １０ｍｇ/Ｌ以下 

１・３－ジクロロプロペン ０．００２ｍｇ/Ｌ以下 溶解性マンガン含有量 １０ｍｇ/Ｌ以下 

チウラム ０．００６ｍｇ/Ｌ以下 クロム含有量 ２ｍｇ/Ｌ以下 

シマジン ０．００３ｍｇ/Ｌ以下 大腸菌数 平均８００ＣＦＵ/ｍＬ以下 

チオベンカルブ ０．０２ｍｇ/Ｌ以下 燐含有量 １６ｍｇ/Ｌ以下 

ベンゼン ０．０１ｍｇ/Ｌ以下   

セレン ０．０１ｍｇ/Ｌ以下   

１・４－ジオキサン ０．０５ｍｇ/Ｌ以下   

クロロエチレン ０．００２ｍｇ/Ｌ以下   

 塩化物イオン ―   

 ダイオキシン類 １ｐｇＴＥＱ/Ｌ以下   



 （様式６－２） 

２ 測定計画 

 

３ 施設の維持管理方法 

作 業 時 間 平日の午前８時３０分から午後５時１５分 

受 

入 

受入物の確認 計量時に搬入物の確認を行います。 

計 量 計量器により計量します。 

投 入 方 法 車両により投入します。 

飛散・流出防止、 

悪臭飛散防止及び 

地下浸透防止措置 

擁壁及びシートパイルで飛散流出防止を図ります。計量時に搬入物

の確認を行い、悪臭飛散防止を図ります。埋立地底面の表面にある

不透水性粘土層により地下浸透防止を図ります。 

騒音・振動防止 

阻  止 

作業時において騒音・振動を発生させる機器等の使用はありません。 

害 虫 防 止 措 置 

 

定期的に除草作業を実施することにより害虫の発生防止を図りま

す。 

防 火 措 置 

 

消火器の設置及び水処理施設を防火用水として緊急時に利用するな

どの防火管理を行います。 

異 常 時 の 措 置 

 

異常時緊急体制を整えます。 

 

点 
 

検 

 
実 施 内 容 埋め立てる一般廃棄物の流出を防止する擁壁等の点検 

頻 度 毎 日 

措 置 

 

擁壁等が損壊するおそれがあると認められる場合には、速やかに回

復するための必要な措置を行います。 

記 
 
 

録 

記録する項目 

 

毎年、残余の埋立容量を測定し、記録します。 

埋め立てた一般廃棄物の各月ごとの種類及び数量を記録します。 

維持管理にあたって行った点検、検査その他の措置を記録します。 

保存方法及び

保 存 期 間 

記録簿により埋立廃止するまでの期間保存します。 

閲 覧 方 法 

 

勝竜寺埋立地管理事務所で閲覧できます。 

 

 

測定頻度 別表１のとおり 

測定箇所 

（箇所数） 
別図１のとおり 

測定項目 別表１のとおり 



（様式６－３） 

 

 

施設稼働時の管理 

 

 

 

 

下段に示す維持管理体制に基づき、廃棄物処理施設技術管理者等

を常駐させ、事務分担により施設の適正維持に努めます。 

人事配置 技術管理者他担当職員による。 

 

 
 
 
 
 
 
 

維 
 
 
 

持 
 
 
 

管 
 
 
 

理 
 
 

 
体 

 
 
 

制 

処 理 責 任 者 乙訓環境衛生組合 埋立地担当課長 

技 術 管 理 者 乙訓環境衛生組合 埋立地担当職員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管 理 体 制 図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         ○施設管理体制図 

 
 

乙訓環境衛生組合管理者 

      ↓ 

埋立地担当課長 

      ↓ 

廃棄物処理施設技術管理者 

（最終処分場） 

      ↓ 

埋立地担当課係員 

   ⇓ 

 施設の維持管理 

 

業務内容は（事務分担は） 

組合規則による 

 

 

 



（様式７－１） 

処理しようとする一般廃棄物の性状 

 

一 般 廃 棄 物 の 種 類 焼却残灰・不燃物 

１ 日 当 た り の 量 約２０トン 

 

性 
 
 
 

状 

含 水 率 （ 汚 泥 ・ 廃 油 ）      ― 

熱しゃく減量（燃え殻）      ― 

ＰＨ（廃酸、廃アルカリ）      ― 

腐 敗 物 の 含 有      ― 

 

有害物質の含有（項目名） 

 

     ― 

（備考）分析結果書があれば添付してください。 

 

一般廃棄物の発生工程図 

 

 ごみ焼却処理施設（１号炉・２号炉・３号炉）より排出する燃え殻を灰ピット並びに 

灰固化ピットから積み出す。（焼却施設フローは下記に示す） 

 



（様式８） 

一般廃棄物の搬出入の時間及び方法 

 搬入される一般廃棄物 搬 出 す る 一 般 廃 棄 物 

 

一 般 廃 棄 物 の 種 類 

 

焼却残灰・不燃物 

 

 

 

搬 入 ・ 搬 出 を 行 う も の 

①乙訓環境衛生組合が委

託する者 

②向日市、長岡京市、大山

崎町及び市町が委託す

る者 

 

 

 

 

搬入元又は搬出先（経路図を添付） 

 

 

別図２・別図３ 

 

 

 

 

 

搬 出 ・ 搬 入 の 手 段 

 

 

大型ダンプ等による運搬 

 

 

 

 

 

搬 出 ・ 搬 入 の 時 間 帯 

 

平日の午前８時３０分か

ら午後４時３０分 

 

 

 

 

搬 出 ・ 搬 入 の 頻 度 

 

 

随 時 

 

 

 

 

 

 

 

 

そ の 他 の 事 項 

 

 

 

 

  

 

 

 



測 定 頻 度 測 定 頻 度

アルキル水銀化合物 月１回 ノルマルヘキサン抽出物質含有量
（動植物油脂類含有量） 月１回

水銀及びアルキル水銀その他の水銀化合物 月１回 フェノール類含有量 月１回

カドミウム及びその化合物 月１回 銅含有量 月１回

鉛及びその化合物 月１回 亜鉛含有量 月１回

有機燐化合物 年１回 溶解性鉄含有量 月１回

六価クロム化合物 年１回 溶解性マンガン含有量 月１回

砒素及びその化合物 月１回 クロム含有量 月１回

シアン化合物 月１回 大腸菌数 月１回

ポリ塩化ビフェニル 年１回 窒素含有量 月１回

トリクロロエチレン 年１回 燐含有量 月１回

テトラクロロエチレン 年１回 ダイオキシン類 年１回

ジクロロメタン 年１回

四塩化炭素 年１回

1・2－ジクロロエタン 年１回

1・1－ジクロロエチレン 年１回

シス－1・2－ジクロロエチレン 年１回

1・1・1－トリクロロエタン 年１回

1・1・2－トリクロロエタン 年１回

1・3－ジクロロプロペン 年１回

チウラム 年１回

シマジン 年１回

チオベンカルブ 年１回

ベンゼン 年１回

セレン及びその化合物 年１回

1・4－ジオキサン 年１回

ほう素及びその化合物 年１回

ふっ素及びその化合物 月１回
アンモニア、アンモニウム化合物、
亜硝酸化合物及び硝酸化合物 年１回

水素イオン濃度 月１回

生物化学的酸素要求量 月１回

化学的酸素要求量 月１回

浮遊物質 月１回
ノルマルヘキサン抽出物質含有量
（鉱油類含有量） 月１回

別表1－①

処　理　水

測　　定　　項　　目 測　　定　　項　　目



測 定 頻 度 測 定 頻 度

アルキル水銀 年２回 有機燐化合物 年２回

総水銀 年２回 ほう素及びその化合物 年２回

カドミウム 年２回 ふっ素及びその化合物 年２回

鉛 年２回 アンモニア、アンモニウム化合物、
亜硝酸化合物及び硝酸化合物 年２回

六価クロム 年２回 水素イオン濃度 年２回

砒素 年２回 生物化学的酸素要求量 年２回

全シアン 年２回 化学的酸素要求量 年２回

ポリ塩化ビフェニル 年２回 浮遊物質 年２回

トリクロロエチレン 年２回 ノルマルヘキサン抽出物質含有量
（鉱油類含有量） 年２回

テトラクロロエチレン 年２回 ノルマルヘキサン抽出物質含有量
（動植物油脂類含有量） 年２回

ジクロロメタン 年２回 フェノール類含有量 年２回

四塩化炭素 年２回 銅含有量 年２回

1・2－ジクロロエタン 年２回 亜鉛含有量 年２回

1・1－ジクロロエチレン 年２回 溶解性鉄含有量 年２回

1・2－ジクロロエチレン 年２回 溶解性マンガン含有量 年２回

1・1・1－トリクロロエタン 年２回 クロム含有量 年２回

1・1・2－トリクロロエタン 年２回 大腸菌数 年２回

1・3－ジクロロプロペン 年２回 燐含有量 年２回

チウラム 年２回

シマジン 年２回

チオベンカルブ 年２回

ベンゼン 年２回

セレン 年２回

1・4－ジオキサン 年２回

クロロエチレン 年２回

塩化物イオン 月１回

ダイオキシン類 年２回

測　　定　　項　　目 測　　定　　項　　目

別表1－②

地　下　水












